
61 

２９ あいちトリエンナーレに対する支援について

（財務省、文部科学省）

（背景）

○ 本県では、４回目となる国際芸術祭「あいちトリエンナーレ 2019」

を２０１９年８月から１０月にかけて開催した。このトリエンナーレ

は、現代美術を基軸とし、舞台芸術なども併せて展開する総合的・複

合的な国際芸術祭であるとともに、まちなかでの展開、普及･教育事

業などの「愛知の独自性」により、国内はもとより、海外の美術関係

者などからも高く評価され、我が国を代表する国際芸術祭の一つとし

て認知されている。 

○ また、「あいちトリエンナーレ」開催の中間年には、その成果を県内

各地に広め、現代美術、複合芸術の普及・定着を図ることにより、開

催への期待感を醸成するための、「あいちトリエンナーレ地域展開事

業」を実施し、次代を担う若手芸術家の発掘・育成を行うとともに、

子どもたちを始め多くの県民に文化芸術に触れてもらい、本県におけ

る文化芸術の裾野を広げた。 

○ 今後も、本県では、常に新たな視点で先端的な芸術と社会や時代と

の関わり方などを提示する「あいちトリエンナーレ」を継続して開催

することにより、世界で最も権威のあるヴェネツィア・ビエンナーレ

のような発信力の高い国際芸術祭としてさらに発展させることを目

指している。 

○ 国は、文化芸術立国の実現に向けて、２０２０年東京オリンピック・

パラリンピック競技大会の機運醸成や文化財や生活文化等を活用し

た取組への重点的な支援を行っていくこととしている。また、我が国

における多様な文化芸術を発信する観点からも、日本国内はもとよ

り、世界の様々な国と地域から多様なジャンルのアーティストが集

い、新たな芸術を国内外に向けて創造・発信するとともに、歴史・文

化・観光資源を積極的に活用することができる国際芸術祭「あいちト

リエンナーレ」の開催に向けた、重点的な支援が必要である。 

【内容】 

国内最大規模の総合的な国際芸術祭「あいちトリエンナー

レ」は、我が国の文化芸術を牽引し、世界の文化芸術の発展に

貢献するとともに、文化資源の活用や地域の活性化に大きく

寄与する取組であることから、開催年以外に行われるトリエ

ンナーレ関連事業等を含めて、芸術祭に係る取組全体を継続

的に支援すること。 

＜文化・スポーツの振興＞ 
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（  参  考  ）  

○２０１７年度 

現 代 美 術 展：織り目の在りか 現代美術 in 一宮【一宮市】

お で か け 展 示：一宮市内の商業施設等で作品を展示【イオンモール木曽川始め２か所】

学 校 派 遣：一宮市内の３つの小学校へ作家を講師として派遣

若手芸術家育成：アーツ・チャレンジ 2018(若手アーティストによる制作・展示)【名古屋市】 

地元文化団体活用：名フィルによるコンサートとワークショップ【蒲郡市】 

○２０１８年度 

現 代 美 術 展：Windshield Time－私のフロントガラスから 現代美術 in 豊田【豊田市】 

お で か け 展 示：豊田市内中山間地域の医療施設等で作品を展示【足助病院始め２か所】 

学 校 派 遣：豊田市内の３つの小学校へ作家を講師として派遣 

若手芸術家育成：アーツ・チャレンジ 2019(若手アーティストによる制作・展示)【名古屋市】 

地元文化団体活用：名フィルによるコンサートとワークショップ【瀬戸市】 

テ ー マ 情の時代 Taming Y/Our Passion 
会  期 2019 年 8月 1 日（木）～10 月 14 日（月・祝） （75 日間） 
会  場 愛知芸術文化センター、名古屋市美術館、名古屋市内のまちなか（四間道・円

頓寺）、豊田市（豊田市美術館及び豊田市駅周辺） 
主  催 あいちトリエンナーレ実行委員会 
芸術監督 津田 大介（ジャーナリスト/メディア・アクティビスト） 
主な事業 
【現代美術】 

・国内外の 60 組程度のアーティストのテーマに沿った作品を美術館やまちなかで展示 
・愛知県美術館を含む愛知芸術文化センターを中心に、名古屋市美術館、名古屋市内の
まちなか（四間道・円頓寺）、さらには豊田市内でも広域に展開 

【舞台芸術】 
○パフォーミングアーツ 
・国内外の先鋭的な演劇等を 10 演目程度上演したほか、国際現代美術展の参加アーティ
ストによるパフォーマンス、参加型プロジェクトを実施 

○音楽プログラム 
・美術と音楽の垣根を越えた、祝祭感のある「あいちトリエンナーレ 2019 MUSIC & 
ARTS FESTIVAL」などの音楽プログラムを実施 

【ラーニング】 
・「受けとめる、深める、形にする、オーナーシップ」をキーワードとし、子どもから大
人まで来場者が互いに学び合い、創造性を楽しむためのプログラムを実施 

・参加アーティストが県内の学校に出向き、児童･生徒とともにダンボールを使った作品
を制作し、それを活かして、来場者の感性を刺激する公園のような空間を会場に創出 

あいちトリエンナーレ 2019 概要 

◇あいちトリエンナーレ地域展開事業 

現代美術展  地元文化団体活用  学校派遣  
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＜文化・スポーツの振興＞ 

３０ アジア競技大会の開催に対する支援について 

（財務省、総務省、文部科学省、国土交通省）

（背景）

○ 第２０回アジア競技大会（２０２６／愛知・名古屋）は、スポーツ界に

とって東京２０２０オリンピック・パラリンピックの次なる大きな目標

となり、また、拡大するアジアとの交流を一層深める機会となるなど、

日本全国に大きな効果をもたらす大会である。このため、ラグビーワー

ルドカップ２０１９等と同様に国の積極的な支援が必要である。 

○ 本県では、関係団体の協力を得て、今年５月に組織委員会を設立した

ところであるが、組織委員会に対しては、政府が協力する旨の閣議了解

がなされている。国との連携を強化するため、組織委員会に対し、国職

員等の派遣が必要である。 

○ 現在、アスリートファーストの観点を踏まえながら、簡素で質素、機

能的で合理的な大会となるよう取り組んでいる。しかしながら、競技会

場の整備･改修及び大会運営には多額な経費が必要であるため、スポーツ

振興くじ（toto）や宝くじによる国の支援が必要である。 

○ 大会を成功に導くためには、全国的な機運醸成が不可欠であり、国と

して、あらゆる機会を捉え国内外に向けて積極的に広報を行う必要があ

る。 

○  東京２０２０オリンピック・パラリンピックに引き続き、本大会で日

本人選手が活躍できるよう、必要な予算を確保するなど、国として選手

育成に努めることが必要である。 

○  なお、日本初の開催となるアジアパラ競技大会についても、日本パラ

リンピック委員会からの要請を受け、２０２６年の開催に向けた検討を

行っている。 

【内容】 
第２０回アジア競技大会（２０２６／愛知・名古屋）は、アジ

ア最大のスポーツの祭典であり、日本全国に大きな効果をもた
らす大会である。このため、大会の成功に向け、国として次の支
援をすること。 

(1) 国との連携を強化するため、組織委員会に対し、国職員等
を派遣すること。 

(2) 競技会場の整備・改修及び大会運営に対するスポーツ振興
くじ（toto）や宝くじによる支援を行うこと。 

(3)  本大会の開催を国内外で周知するため、国として積極的な
広報に努め、機運醸成を図ること。 

(4)  東京２０２０オリンピック・パラリンピックに引き続き、
本大会で活躍できる選手の育成に努めること。 
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（ 参  考 ）  
◇第２０回アジア競技大会（２０２６／愛知・名古屋）開催概要 

◇愛知・名古屋アジア競技大会組織委員会概要 

◇閣議了解（抜粋） 

・開 催 期 間：2026 年 9 月 19 日 (土 )～10 月 4 日 (日) 

・実 施 競 技：約 40 競技（現在調整中） 

パリオリンピック（2024 年）実施競技に加え、アジア特有の

競技等 

・参加国・地域：45 の国と地域 

・選手団（選手・コーチ等）：約１万５千人 

・選 手 村：名古屋競馬場移転跡地の他、愛知県内で分散 

・財 政 計 画：大会主催者負担経費  ８５０億円 

         運営経費      ４４０億円 

         競技会場仮設整備費 １１０億円 

         選手村仮設整備費  ３００億円 

※上記金額は不確定要素が多いため、さらに費用の圧縮に努めると

ともに、経費を精査する。 

・名 称：（一財）愛知・名古屋アジア競技大会組織委員会 

・設 立：2019 年 5 月 30 日    

・主 な 役 員 等：名誉会長 榊原定征 

 会  長  大村秀章 

会長代行 河村たかし、田嶋幸三、山本亜土、豊田鐵郎 

名誉顧問 鈴木大地、山下泰裕 

（2019 年 10 月 18 日現在）

２０２６年第２０回アジア競技大会について

平成３０年９月２８日

閣議了解

２０２６年にアジア・オリンピック評議会の主催により、愛知県・名古屋市で

開催される第２０回アジア競技大会は，国際親善，スポーツの振興等に大きな意

義を有するものと認められるので，大会の運営に当たる第２０回アジア競技大

会組織委員会に対し，政府は協力するものとする。
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＜文化・スポーツの振興＞ 

３１ 世界的なスポーツ大会の招致・開催に対する支援に

ついて

（財務省、内閣官房、総務省、文部科学省、国土交通省、警察庁）

（背景）

○ 国際スポーツ大会の開催には、スポーツの普及はもとよりスポーツを

通じた青少年の健全育成や国際交流の拡大、地域情報の発信など地域振

興に幅広い効果がある。また、こうした効果は、開催地のみならず広く

全国に及ぶため、国としてもしっかりと支援すべきと考えている。 

○ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催について

は、開催のインパクトを全国に波及させ、日本全体で盛り上げるため、

各自治体が合宿誘致や賞品等への各地の産品の活用に向けて取り組ん

でいる。 

  このうち、産品の活用及びＰＲについては、組織委員会の判断による

ところが大きいため、国から組織委員会に対し、支援を働きかける必要

がある。 

  また、合宿誘致にあたっては、海外チームへの情報提供や施設の改修

などについて、国による積極的な支援が必要である。 

  さらに、オリンピック聖火リレーについては、日本全国が大会に参加

し、国内の開催機運を盛り上げる効果がある一方、準備・運営にあたっ

ては、関連自治体が財政的・人的な負担を負うことになるため、国によ

る積極的な支援が必要である。

○ 自動車レースの最高峰の一つであるＷＲＣは、日本の自動車関係者、

モータースポーツファンが待ち望んできた大会である。ＷＲＣを通じて

自動車の安全技術や燃費向上等、新しい技術革新も期待される。

  ２０２０年のＦＩＡ世界ラリー選手権（ＷＲＣ）ラリージャパンの開

【内容】 

(1) 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催
効果が地方に十分波及するよう、合宿誘致、地方の産品の活
用・ＰＲに対し支援すること。また、聖火リレーなど同大会に
関わる事業について、自治体が過大な負担を負わないよう、国
において必要な財源を確保すること。 

(2) 世界一の自動車産業の集積地として自動車文化やモーター
スポーツの素晴らしさを世界に発信していくため、ＦＩＡ世
界ラリー選手権（ＷＲＣ）ラリージャパンの開催成功に向け、
開催機運の醸成や開催準備に対し支援すること。 
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催成功に向けて、開催機運の醸成、観戦客の受入れ態勢の整備、競技車

両等の受入れや、運転免許証の円滑な取得等について、国による積極的

な支援が必要である。

（ 参  考 ）  

◇愛知県における東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に係る取組 

１ 合宿の誘致 

・市町と共に以下の取組により誘致活動を実施 

競技団体・日本オリンピック委員会等へのＰＲ、キャンプ候補地ＰＲ

冊子の作成、競技団体等の視察時の通訳や視察バスの手配 等 

２ 産品の活用 

・ビクトリーブーケに田原の菊（スプレーマム等）を提案（田原市） 等 

３ 東京 2020 オリンピック聖火リレー愛知県実行委員会 

（２０１８年７月に設置）

・役割：聖火リレーの準備・実施（県内のルート選定、ランナー募集・選

考、沿道・会場整理 等）

・実施に向けたスケジュール

  ２０１９年６月１日 ：ルート概要・ランナー募集概要発表

  ２０１９年７月～８月：都道府県実行委員会によるランナー公募

  ２０１９年１２月  ：聖火ランナー当選者へ通知

  ２０２０年３月～７月：聖火リレー実施（愛知県は４月６日・７日に実施）

◇ＦＩＡ世界ラリー選手権（ＷＲＣ）の概要 

ＦＩＡが主催する４０年以上の歴史を誇るラリーの最高峰に位置

する世界選手権。欧州を中心としてアフリカ・中南米・アジア・オセ

アニア等の地域で開催されており、欧州や南米では、Ｆ１と同様の人

気を誇る。２０１９年は年間１４戦。 

◇ＦＩＡ世界ラリー選手権（ＷＲＣ）ラリージャパンの概要

１ 大 会 名 称：Ｒａｌｌｙ Ｊａｐａｎ 

２ 開 催 時 期：２０２０年１１月１９日～２２日 

(当面２０２２年までを予定。それ以降は未定。) 

３ 主 催：ラリージャパン実行委員会

(ﾏﾂﾀﾞｽﾎﾟｰﾂｶｰｸﾗﾌﾞ(MSCC)、ﾄﾖﾀ・ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ・ｸﾗﾌﾞ(TMSC)、

(特非)MOSCO、(株)ｻﾝｽﾞ、SPORT TECHNICA、(株)電通) 

４ 関係自治体：愛知県(名古屋市・岡崎市・豊田市・新城市・長久手市・設

楽町) 、岐阜県(中津川市・恵那市)


